
2021年結成。真鶴町内外の
10～60 代の約 10 名で、プ
ロ写真家や映像作家の移住者
と地元住民が世代や肩書きを
超えたチームを形成してい
る。写真家MOTOKO が提唱
する「ローカルフォト(※3) 」
の思想を共有する、長浜市などのグループと事例を学び合っている。
OMシステム（旧オリンパス）の機材・技術サポートも受けている。

活動チームについて

※3 ローカルフォトとは｜「写真でまちを元気に！」をスローガンに、地域
の人々が土地の暮らしを写真に撮って SNS 等で発信し、移住や観光につ
なげる住民主導の活動。カメラを持ってまちを歩き、リサーチすることで
「社会へのまなざし」を育む。発足は 2014 年の香川県の「小豆島カメラ」
に始まり、滋賀県長浜市「長浜ローカルフォト」や愛知県岡崎市「岡崎カ
メラ」など、全国 20都市以上で活動を展開中。

※1 東川町の事例｜1950 年の 10,754 人をピークに人口減少に悩まされていた北海道東川町は、入植 90 周年の
1985 年に「写真の町」宣言を行った。観光資源も産業もない町の「文化によるまちづくり」の始まりだった。当
初は行政主導の印象が強く住民にとっては他人事だったが、10 年後に発足した「写真甲子園」によって関係人口の
活動がスタートし、状況は一転。2018 年までの 25年間で 1,409 人、20.2％の人口増を実現させている。

※２ローカルヒーローとは｜ウルト
ラマンなどいわゆる勧善懲悪物語の
「特撮ヒーローもの」や、芸能人や著
名人といった従来の強い英雄（ヒー
ロー）に対して、地域で働き暮らす、
一次産業従事者や商店街店主などま
ちを輝かす地元の英雄（ヒーロー）
を指す。1983 年のイギリス映画
『ローカルヒーロー』から着想。

『真鶴カメラ』の定例講座では、午前は地域課題やカメラの使い方などの座学、午後は課外実習（まち歩き）
と講評会を行っている。活動開始から1年が経ち、課題へのリテラシーが上がりつつある。カメラにでき
ることは単なる記録だけではない。まちの魅力を再発見＆発信することでファンを増やし、移住や関係
人口、観光振興につなげることができる。事実、真鶴は写真の発信によって移住者を増やした。
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＝これまで取材した場所

講座の様子

まち歩き

まずは事実を知るために現地
調査。カメラを持って人通り
のない市街地を歩く。資料調
査にも取り組み、祭りやお林
の歴史について知ることで、
昭和の高度成長から令和の経
済低迷へ
の時代の
推移を実
感する。

社会背景の理解

抗い続ける小さな町
人口 7000人弱の小さな漁師町・神奈川県真鶴町の歴史は「社会の大
波」との戦いの連続だった。80 年代はマンションの建設ラッシュに
抗い、条例「美の基準」によって住民の暮らしを守ったものの、その
後のバブル崩壊で商店街が潰れて市街地が荒廃した。2017 年に神奈
川県唯一の過疎地域となった現在は、深刻な人口減少と少子高齢化、
産業の衰退という大波と戦っている。波を乗り越えるには、普段暮ら
していては見えない「社会を見る力」が必要だ。この“まなざし”を
培うために『真鶴カメラ』が発足した。

課題 真鶴町について

地域のインナーブランディングとしての写真
従来の「カメラによるまちづくり事業」では、撮影技法や SNS 発信な
どの技術習得、シティプロモーションなど外向けの活動が一般的だ（※1
東川町の事例）。しかし課題解決が急務である真鶴町では「まちで何が
起きているか」、住民の課題把握力が求められる。カメラを持ってまち
を歩き、人々に話を聞き、歴史を学ぶことで地域を再発見する。地域
住民が社会へのまなざしを持ち、事実を知ることで暮らしを守るのが
『真鶴カメラ』だ。住民は行政や専門家に依存する
ことなく主体的に課題解決に取り組んでいる。

カメラが生み出す多様な人々のコミュニティ
真鶴カメラの実践（座学・まち歩き・インタビュー・発信）によって、
①カメラメンバーを始めとする町内のクリエイターコミュニティ、②
滋賀県長浜市や愛知県岡崎市など、オンラインによる県境を跨いだ
学びのコミュニティ、③写真の被写体となる、地場産業従事者など
ローカルヒーロー (※2) と町内および町外のコミュニティを形成す
る。カメラを通じて多様なコミュニティを醸成することで、人々が

誇り（シビックプライド）を持って生
き生きと暮らす地域づくりを目指す。

結果 目指す将来像
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地域への理解の深化と、
クリエイターの育成

まちの魅力再発見

課題の発見、交流創出や
シビックプライドの醸成

移住促進

暮らしの充実

課題への取組
自然や地域文化を理解し、
地域への主体性を創出

町内での課題共有と、
多様な暮らしを支え合う

まちのイメージアップと
ブランディングによる
移住のマッチング

手法 真鶴カメラとは

竹林石材店松本農園

漁業・石材業・みかん農業な
どの担い手にインタビュー＆
撮影。一次産業の担い手不足
が深刻であることなどを改め
て知る。 １

地場産業への取材

二藤商店

干物屋を始めとする老舗商店を取
材。商店街の歴史や課題、新しい
挑戦について尋ねる。移住者と店
主の交流の機会にもなる。

２

昔からあるお店への取材

近年増加している、空き家リ
ノベーションで新規オープン
したお店を取材。店主に「場
づくり」への思いなどを伺う。

４

新しいお店への取材

パン屋秋日和 貴船まつり お林・山ノ神

豊かな自然に魅せられて移住
する人も多い真鶴。人間と自
然との親密な関係を取り戻す
べく、識者とともに森や海を
歩き観察する。 ３

自然・祭り

「琴ヶ浜」

鮮魚店
「二藤商店」

洋服店「スクランプシャス」

オーダーメイド
ウェットスーツ販売
「デルフィーノ」

「真鶴漁協」

「貴船まつり」

干物屋「魚伝」

岩海岸「どんど焼き」
「竹林石材店」

「肉の石川」

珈琲店「watermark」
パン屋「秋日和」

魚つき保安林「お林」
/ 神社「山ノ神」

魚伝

御菓子司やない


